












































木 村 光 紀
アミノ酸の一種である6-アミノカプロン酸 [Nq (CI12)5COOH]は,加熱すると固相で




合は,ab面に水素結合の networkを形成 しており(図参照 ),このことも転位に大きな
影響を与える｡
格子欠陥はⅩ線 トポグラフ法で調べた｡ Burgersvectorカニ [010],[110],[011],
[01丁]の転位が確認されたoA - [010]･[110]の転位のすべり面は C- (言)と(i)及
び(i)と(普)の間のab面である.この面は層間の力が vanderwaals力のみであり,
分子の形によるすべりの障害もなく,easyglideな面である｡カニ [011],[01丁]の転位
は,Burgersvectorが大きく結晶を大きく歪ませるうえに,水素結合の切断が必要である｡t
水素結合の切断は同様に必要ではあるが,Burgersvector はより小さいカニ [001]の転
位が今までのところ観測されていない｡これらを説明するモデルは現在検討中である｡
また,stackingfault様の contrastも観察された｡この欠陥の変位ベクトルは [010]
であるが,結晶構造からわかるように,∂軸方向の単なる shiftでは,stackingfaultの形式
は不可能である｡そこで向きの異なる分子を数屑入れ,その際水素結合の長さを変えないよう
に分子を配列させる.このようなモデルによってb軸方向のshiftが得られ,実験結果を説明
することができる｡
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